土壌リテラシーの育成に向けた学校教育における土壌教育の在り方に関する研究 by 福田 直
  
氏 名 
学 位 の 種 類 
学 位 記 の 番 号 
学位授与年月日 
学位授与の条件 
学 位 論 文 題 目 
 




甲第 204 号 




主査 田部俊充   （教育学専攻 教授） 
副査 田中雅文  （教育学専攻 教授） 
副査 吉崎静夫  （教育学専攻 教授） 
副査   平井英明   （宇都宮大学教授） 
副査 田村憲司  （筑波大学教授） 
 
 

























































































































































となって 1970 年半ばに欧米で始まり、世界に広がった。1980 年代に入り、土壌問
題が深刻となり、土壌教育が創生した。日本は、食糧や木材などの外国依存率が高
く、近年の人口増大や気候変動、土壌劣化の進展などを考えると、土壌リテラシー
を育成する土壌教育の実践は極めて重要であることを指摘した。 
第２章では、様々なアンケート調査から、児童・生徒の土に対する興味・関心は
低く、基本的な知識が乏しいこと、教師、成人の土壌理解が乏しいこと、などを明
らかにした。また、学習指導要領の変遷とその中の土壌記載の変化を調査した結果
から、日本の産業構造の変化と土壌の指導内容が深く関わっていることを明らかに
した。 
第３章では、土壌教育の在り方を探るため、日本と諸外国の教科書調査と生徒及
び教師対象のアンケート調査を実施した結果、教科書記載の土壌項目数や観察・実
験、生徒の土に対するイメージ、教師の土壌の取り扱いなどの諸点で、欧米豪諸国
とアジア諸国で大きく異なることを明らかにした。また、土壌専門家などの学校教
育で取り上げたい土壌内容・項目を精査し、そのミニマム・エッセンシャルズを策
定することができた。 
第４章では、土壌そのものの性質や機能を調べる観察・実験などがほとんどない
ことから、児童・生徒に土壌への興味・関心を持たせ、学習意欲を高める定性的視
点に立った観察・実験の開発を試みた。その結果、７つの独自性のある土壌の観察・
実験教材を開発することができた。 
第５章では、これらの開発教材を用いた授業実践を重ねた結果、いずれも簡単か
つわかりやすく、児童・生徒、教師に好評であり、優れていることを明らかにした。 
第６章では、土壌リテラシーを育成する教科横断型授業を模索し、構築して実際
に実践した後、生徒のルーブリック評価を行い、課題をまとめた。今日の土壌問題
を考えるには一つの教科・科目では解決策は見出せない。21 世紀の「知識基盤社
会」に求められる知識創出能力や課題解決能力は次期学習指導要領の「深い学び」
によって育成されるもので、土壌を教科横断的に学習し、土壌課題の解決策を見出
す土壌教育により醸成されることを授業実践を通して指摘した。また、横断的授業
を実践するには、学校全体で取り組むことが重要であることから、校内指導体制の
在り方を研究し、校長の指示、全教職員の認識、教科・科目担当者の共通理解、授
業実践、生徒発表などのプロセスや手法を確立した結果、実践や改善が容易となり、
従来型授業に較べて大きな成果を得ることができた。 
第７章では、土壌リテラシーの育成を図るには、幼児から成人に至る期間を生涯
学習的観点で土壌教育することが重要であることを明らかにし、発達段階に応じた
土壌教育の実践内容を示し、土壌リテラシーの育成過程を作成して提示することが
できた。 
第８章では、諸機関と学校との連携に基づく土壌教育の推進が土壌リテラシーの
育成の方法や場の幅を広げることにつながる。実際に、大学や学会、博物館、官
公庁などとの連携に基づく土壌教育の実践を通して大きな成果が得られること
を明らかにした。 
終章では、結論として構築した土壌教育の実践により、児童・生徒の土壌への関
心・理解・認識が高まるとともに、意見交換や情報調査などを通して地球課題であ
る土壌問題に強い関心を持ち、その課題解決に取り組む考えや態度を育むことがで
きたこと、土壌教育を実践する教師、土壌リテラシーを身に付けた成人が増加して
きていることから、土壌リテラシーの育成に向けた土壌教育の構築・実践が大きな
成果をあげたことを示した。今後、21 世紀の様々な土壌課題を解決していく土壌
リテラシーを身に付けた人材を育成する土壌教育の研究・実践をさらに重ねていく
ことが重要である。 
Ⅱ 審査結果報告 
１．総合所見 
本論文は、ほとんど研究されていない土壌リテラシーについて概念規定し、その
育成に向けた土壌教育を構築するため、教材や授業、カリキュラム開発などを幼児
から児童、生徒、学生、成人に至る幅広い発達段階で実証的に取り組み、数多くの
意義や知見を明らかにした。全国学会誌の査読誌７本が含まれる。 
日本と世界の土壌教育比較について、各国の教科書調査や児童・生徒及び教師に
対するアンケート調査に基づいて分析し、欧米豪とアジアで差異を確認したことは
意義深い。日本が戦後、一次産業から二次産業への転換を図ったことにより、学習
指導要領の土壌の取扱いが大きく後退していったことを明らかにして、土壌の取扱
いの改善の必要性を提言した点は高く評価できる。さらに、定性的視点に立った土
壌教材の開発は、土壌理解を推進する上で画期的であり、児童・生徒及び教師に好
評である点は高く評価できる。特に、土壌リテラシーに関する研究はほとんどなく、
その育成に向けた取り組みや提言は、理科教育や社会科教育、環境教育などに多く
の示唆を与えるとともに重要な資料となり得る。 
 
２．評価すべき点 
(1)土壌教材を開発し、この開発教材による実践を通して土壌リテラシーの育成を
図った本研究は、土壌教育に関する実践実証的な研究であり、土壌教育、環境教育
の発展に多大な貢献をしている。 
(2)調査対象が幼児から大学に至るため、本研究は幼児、児童・生徒、大学生の発
達段階に応じた土壌教育を考えるための稀有で、貴重なものである。今後、カリキ
ュラム編成につながる実証データとなる。 
(3)土壌教育のために開発された教材が広域にわたり、しかもユニークで児童・生
徒ばかりでなく、教師にも好評であった。各種の土壌の簡易分析によって、土壌を
定性的に理解する道が開かれたことによって、児童、生徒などへの土壌に対する理
解増進の道が開かれた。本研究で開発された教材は、今後の理科教育などの実践的
授業教材として活用できる。 
(4)定性的視点での土の実験の開発は、身近な材料を使ったものづくりの楽しさや
子ども達の好奇心を引き出すもので創意工夫が凝らされており、土の魅力を再現す
るものである。 
(5)日本の産業構造の変化や進展に伴って、学習指導要領が変遷し、土壌の取扱い
が大きく後退したことを明確にしたこと、土壌教育の推進には学習指導要領の精査
が重要であることを明らかにした意義は大きい。 
(6) 日本型教育がアジア諸国に影響している点を明らかにしたことは、今後の日本
の土壌教育を考える上で示唆に富むものである。 
(7)小学校、中学校、高等学校で取り上げる土壌内容の関連性や系統性を示し、教
科横断的な関わりで授業構築している意義は大きい。幼稚園、小学校、中学校、高
等学校間の連携を進める上で参考となる研究成果である。 
(8)土壌リテラシーの向上に向けた土壌教育の推進を図る諸機関との連携骨子を作
り、実践を重ねて構築されていることから、教育手法の開発として重要な示唆とな
る。既に、この連携に基づいて学会レベルでの全国活動が推進されており、土壌リ
テラシーを育む効果的な学習と言える。 
(9)土壌に対する関心・知識・理解を理解増進と土壌リテラシーの醸成につなげて
いく取り組みとして、授業だけでなく、自然体験や生活体験あるいは生活、文化、
芸術などとの複合的、融合的なアプローチをすることは重要な視点であり、高く評
価される。 
 
３．課題とされる点 
(1)子どもの発達段階と土壌のイメージ力を考えた時、観察・実験の定性的視点と
定量的視点の組み合わせ、ウェート、重みが分かれる。発達心理学の視点を取り入
れていくと、もっとインパクトの大きい研究となる。 
(2)実験後の生徒の感想をカテゴリー別としている点はよいが、カテゴリー間の関
係図に人間の影響がでていない。それ故に横断的な教育は必要であるとするための
手がかりとしてのデータとして位置付けると、この研究の意味を増す。自然科学の
視点だけではなく、社会的視点が入った方がよい。 
(3)成人の土壌教室後のルーブリックで「評価能力」と「参加」について、参加者
の自己採点が低かったが、教室に参加してどのくらい「参加」などの意欲が高まっ
たかという将来に向けての意欲を聞いた方がよい。現状はどうかに加えて学習の成
果について聞くことも必要である。 
(4)土壌は、生物、地理、地学にすみ分けられている。今後、関連教科目のカリキ
ュラムについて根本的に考えていく必要がある。 
 
以上の評価を踏まえて、審査委員は全員一致で、本論文が博士（教育学）を授与
するに充分値するものと認められるとの結論に達した。 
